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回
の
健
診
を
無
料
と
す
る
こ
と
が
理
想

的
で
は
あ
る
が
、
当
面
、
妊
婦
・
胎
児

に
と
っ
て
重
要
な
健
診
時
期
で
あ
る
高

額
な
負
担
と
な
る
分
を
無
料
と
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
健
診
を

無
料
に
す
る
こ
と
は
、
相
当
額
の
財
源

負
担
も
生
じ
る
の
で
、
今
後
、
他
市
町

の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

□問　
学
童
保
育
に
つ
い
て
。

□答　
都
市
部
で
は
あ
る
程
度
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
町
の
よ
う
な

地
域
で
は
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
一
部
の
保
護

者
か
ら
要
望
が
出
た
こ
と
は
あ
る
が
、

設
置
に
は
至
っ
て
な
い
。
引
き
続
き
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

□問　
保
育
所
の
無
償
化
、
就
学
前
一
年

間
の
無
償
化
に
つ
い
て
。

□答　
無
償
で
の
早
朝
・
い
の
こ
り
保
育

の
実
施
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、

３
人
目
の
入
所
児
童
の
保
育
料
を
、
基

準
の
50
％
徴
収
か
ら
10
％
に
改
正
す
る

な
ど
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、
保
育
所
の
無
償
化
は
大
変
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
町
の
将
来
を
担
う
大
切
な

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
・
負
担
軽
減
は
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

◎
地
震
対
策
と
耐
震
性
に
つ
い
て

□問　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
。

□答　
現
在
３
５
４
戸
の
公
営
住
宅
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
耐
用
年
数
を
経
過
し
て

い
る
住
宅
は
約
70
戸
あ
る
。
こ
れ
ら
の

住
宅
の
ほ
と
ん
ど
は
、
耐
震
補
強
が
困

難
な
木
造
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
で
あ
り
、
建
築
年
度
が
早

く
老
朽
化
し
た
住
宅
か
ら
計
画
的
に
順

次
建
て
替
え
る
と
と
も
に
、
特
に
老
朽

化
の
著
し
い
住
宅
は
、
用
途
廃
止
も
視

野
に
入
れ
対
応
し
た
い
。

□問　
災
害
時
の
食
料
確
保
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
２
月
に
策
定
し
た
「
鬼

北
町
地
域
防
災
計
画
」
で
調
達
方
法
、

供
給
方
法
等
を
定
め
て
い
る
。

　

食
料
は
、
災
害
の
規
模
と
発
生
後
の

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、給
食
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
な
ど
で
の
炊
き
出
し
や
町
が

備
蓄
し
て
い
る
物
資
を
供
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
災
者
の
食
生
活
を
保
護
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
調
達
で
き
な
い

場
合
に
は
、
物
資
保
有
業
者
か
ら
調
達

す
る
か
、
県
に
調
達
・
あ
っ
せ
ん
を
要

請
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

飲
料
水
は
、
そ
の
確
保
が
困
難
な
地

域
に
対
し
て
は
、
給
水
拠
点
を
定
め
て
、

備
蓄
飲
料
水
、
給
水
車
等
に
よ
っ
て
応

急
給
水
を
行
う
と
と
も
に
、
水
道
施
設

の
復
旧
を
早
急
に
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

ト
イ
レ
は
、
地
域
防
災
計
画
で
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
所
に
仮
設
ト
イ
レ
を
配
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
収
納
場
所

等
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
現
在
、
リ
ー

ス
業
者
と
仮
設
ト
イ
レ
の
供
給
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
食
料
等

の
必
要
量
の
確
保
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
自
主

防
災
組
織
で
の
備
蓄
と
、
住
民
相
互
の

助
け
合
い
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
、

賄
っ
て
い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
住
民
の
方
々
に
、
災
害
か

ら
自
ら
を
守
る
た
め
の
知
識
等
の
啓
発

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
、
そ

の
育
成
強
化
を
推
進
し
た
い
。

□問　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
18
年
度
に
創
設
さ
れ
た
鬼
北

町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度
の
利

用
状
況
は
、
平
成
18
年
度
２
件
、
平
成

19
年
度
は
０
件
で
あ
る
。
今
年
度
は
秋

頃
に
希
望
者
を
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。
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農
業
振
興
施
策
と
農
業
公
社
等
の
事

業
見
直
し
に
つ
い
て

□問　
農
業
公
社
に
投
入
し
た
補
助
金
、

助
成
金
、
支
援
金
の
総
額
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
末
ま
で
の
金
額
は
、

８
億
１
千
５
百
万
円
で
あ
る
。

□問　
委
託
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
。

□答　
農
業
公
社
の
平
成
19
年
度
の
農
作

業
受
託
実
績
は
、
水
稲
関
係
で
延
べ
面

積
約
２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
農

業
実
習
生
の
受
け
入
れ
と
研
修
受
け
入

れ
等
を
行
っ
て
い
る
。

□問　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

収
穫
量
と
収
支
実
績
に
つ
い
て
。

□答　
収
穫
量
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
１
７
３
㎏
、

菜
種
７
４
３
㎏
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は

１
９
９
７
年
に
議
決
さ
れ
た
京
都
議
定

書
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
愛

媛
県
が
そ
の
趣
旨
を
受
け
「
え
ひ
め
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
推
進
事

業
」
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し

て
試
験
栽
培
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
収

支
実
績
は
な
い
。

□問　
新
規
就
農
研
修
生
の
応
募
実
績
に

つ
い
て
。

□答　
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年
度
10
件
、

平
成
19
年
度
17
件
で
あ
り
、
平
成
20
年

度
か
ら
研
修
生
１
名
が
研
修
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

□問　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
金
に
つ

い
て
。

□答　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
や
貸
し

付
け
は
、
議
会
で
予
算
の
議
決
を
得
て

お
り
、
経
営
状
況
は
、
地
方
自
治
法
第

２
４
３
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
毎
年
事
業
計
画
と
決
算
に
関
す
る

書
類
を
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。


